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成分名 ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル 

英名 Polyoxyethylene Octylphenylether 

CAS No. 9002-93-1 

収載公定書 薬添規  外原規  EP  NF 

A TOXNET DATABASE https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/9002-93-1  

 

投与経路 用途 

一般外用剤  界面活性剤、乳化剤 

殺虫剤 

 

JECFA の評価：  

該当なし  

 

 単回投与毒性  

 LD
50   

吸入時間の記載なし 

動物種 経路 ＬＤ５０ 文献 

シリアンハムスター 吸入 501 μg/肺 1 g Johnson
6)
 

ラット 経口 800～1600 mg/kg Johnson
6)
 

マウス  経口  1600 mg/kg  Johnson
6) 

 

SCD ラット  経口  1.06 mL/kg  Johnson
6) 

 

モルモット  経皮  >20 cc/kg  Johnson
6) 

 

ラット  腹腔内  約 100 mg/kg  Johnson
6) 

 

マウス  腹腔内  約 100 mg/kg  Johnson
6) 

 

 

 反復投与毒性  

二重盲検試験にてマウスの腹腔内に0.2％オクトキシノール9を1日0.2 mL、24日間投与した。対照群には0.2 

mLの生理食塩水を投与した群と無処置の群があった。試験群のマウスの白血球数、あるいは腎臓、心臓、

肺、胸腺の大きさに対照群との差はなかった。 
1) 

(Caren and Brunmeier, 1986)  

 

 遺伝毒性  

該当論文なし  

 

 癌原性  

該当論文なし 

 

 生殖発生毒性  

ラット  

① 妊娠しているCDラットを1群に25匹ずつ割り付け、トリトンX-100を0％、12.5％、37.5％、100％のいずれか

の割合で含む水溶液を4 mg/kg、1日6時間皮膚に密閉塗布し、これを妊娠第6日目～15日目まで実施した。

母動物への影響（皮膚刺激性、妊娠中の体重低下、体重増加）は100％群のみに観察された。妊娠パラメ
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ータ（卵巣の黄体数など）に影響はなかった。胎仔にも体重や外部奇形の発生頻度の上昇といった影響はな

かった。しかし100％群の胎仔2匹には、過剰な第14胸椎、弓、肋骨が見られ、さらに過剰な第15肋骨が1匹

に見られた。また、100％群における骨格の変化は高い頻度発生していた。過剰肋骨は12.5％群と37.5％群

にも見られ、胎仔の無気肺も37.5％群および100％群で多く見られた。母動物における無影響量は1日1.6 

g/kgであった。仔動物の無影響量は不明である。
2)
（Leung and Neeper-Bradley, 1996）  

② 胎仔が器官形成期にある妊娠中のCDラットの皮膚に1日530 mg/kg、1600 mg/kg、あるいは4270 

mg/kgのオクトキシノール9を塗布するか、または1日70 mg/kgあるいは340 mg/kgのオクトキシノール9を含む飼

料を与えた。母動物に生じる毒性に関連した試験項目は臨床観察、体重、臓器の重量、餌の摂取量であっ

た。胎仔については体重および外部、内臓、骨格の異常について検討した。塗布4270 mg/kg群の母動物で

は皮膚剥離、腰部および頸部から発生する過剰肋骨の形成が見られた。このほかに見られた骨格の異常は、

上後頭骨、舌骨、頬骨弓における骨化不良の発生率の低下であった。経口340 mg/kgの母動物から出生し

た仔動物では、2匹に内臓の異常と睾丸の位置の異常が見られた。また、塗布1600 mg/kg群および塗布

4270 mg/kg群の仔動物には無気肺が観察された。
3) 

(Leung and Ballantyne, 1999)  

③ 催奇形性を検討する目的で、妊娠しているSD COBS CDラットの膣内に0.5mg/kg（臨床用量の3分の2）

または5 mg/kg（臨床用量の6倍）のオクトキシノール9を妊娠第6日目～15日目の間に連日投与した。対照と

して無処置群、sham群、媒体のみの投与群が用意された。母体毒性、母動物の生殖パラメータ、胎仔毒性、

ならびに外部、内臓、骨格の奇形および発生異常に関しては、処置群と対照群間に有意差が得られなかった。
5)
（Saad, Kirsch, Kaplan, and Rodwell, 1984）  

 

 局所刺激性  

該当論文なし  

 

 その他の毒性  

抗原性  

①モルモットを使った皮膚光感作性試験では、陰性コントロールとしてポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテ

ルが検討された。この試験の条件下で、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテルに軽度の刺激性があること

がわかった。
4)
（Buehler and Newmann, 1985）  

② 二重盲検試験にてマウスの腹腔内に0.2％オクトキシノール9を1日0.2 mL、24日間投与した。マウスをヒツ

ジの赤血球で2回免疫感作し、尾から血液を採取した。対照群には0.2 mLの生理食塩水を投与した群と無

処置の群があった。試験群のマウスの白血球数、あるいは腎臓、心臓、肺、胸腺の大きさに対照群との差は

なかった。投与後16日に検査した血清中の免疫グロブリンGおよび免疫グロブリンMは無処置の対照群よりも

高かった。
1) 

(Caren and Brunmeier, 1986)  

 

その他  

ラットを用い、小腸に生じる傷害について検討した。ラットの腸にトリトンX-100を還流し、腸管腔における乳酸

脱水素酵素（LDH）と粘膜の放出を調査した。対照群には生理食塩水を還流した。LDHの放出率は、トリト

ンX-100群の空腸および結腸のほうが対照群よりも高かった。粘膜の放出率は、トリトンX-100群のほうが対照

群よりも高かったが、有意差は得られなかった。また、トリトンX-100で還流したのちに生理食塩水で還流すると、

粘膜およびLDHの放出率が投与前値に戻った。組織学的傷害は、LDHおよび粘膜の放出率に比例していた。
7)
（Oberle et al., 1995）  
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 ヒトにおける知見  

該当論文なし  
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